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研究目的

eスポーツは座位で行う競技が多く、他のオリンピック競技よりも身体活動量が少ないと考え
られます。そのため、eスポーツ選手では肥満症やメタボリックシンドロームのリスクが高いことが
懸念されており、栄養状態改善のための取り組みが求められています。本研究の目的は、
トップレベルのeスポーツ選手を対象とした単発の栄養講習会の効果を検証することです。

研究対象者
2025年11月4日にナショナルトレーニングセンター（NTC）にて実施されたeスポーツNTC
合宿に参加したeスポーツ日本代表選手、男性9名（年齢20～40歳）です。 なお、対
象選手は一般社団法人日本eスポーツ協会(JESU)によって選抜されました。

研究概要

本研究は、eスポーツNTC合宿に参加したトップレベルのeスポーツ選手を対象に、単発の栄
養講習会の効果を、栄養講習会前後のNTCレストランで選択した料理の内容や、エネル
ギーおよび栄養素摂取量の変化をもとに検証します。また、栄養講習会の効果は栄養講
習会実施時の対象者の身体組成（体重、体脂肪量、除脂肪体重、体脂肪率、
BMI）、日頃の主食・主菜・副菜の揃った食事をとる習慣とも関連づけて分析します。得ら
れた知見はeスポーツ日本代表選手を対象とした今後の支援（栄養指導や栄養講習
会）に応用します。

研究に用いる情報の種類

eスポーツNTC合宿時に収集した情報 ・基本情報：年齢、性別、身長、体重、除脂肪体
重、体脂肪量、体脂肪率、BMI ・NTCレストランで選択した食事の情報：エネルギーおよ
び栄養素摂取量、選択した料理 ・アンケート調査の情報：食習慣・食意識・食行動に関
する内容
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